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世界経済の不透明性が高まる中、各国中央銀行による高水準の金購入が報道されてい

るが、中東北アフリカ諸国（MENA）には以前より戦略的に金保有を実施してきた国が

ある。MENA で、外貨準備に占める金の比率が最も高い国はレバノンで 27.2%である。

トルコが 25.3%、ヨルダン 14.0%と続く。いずれも非産油国である。他方、産油国は、

クウェートが 8.7%、サウジアラビア 3.1%、アラブ首長国連邦（UAE）0.9%と相対的に

金保有比率が低い（図表 1）。 

トルコには、伝統的に生活防衛の観点から個人・法人問わず、金を保有するという習

慣がある。また、2011年に政府は、市中銀行のトルコ中央銀行へのトルコ・リラ準備金

の 10%を金で代替することを認めた。これにより中央銀行に金が集中した。また、トル

コ・リラの信用力を補完するため金保有に力を入れた。結果、2011年以降トルコの金保

有比率が上昇した（図表 2）。 

レバノンは、国内経済安定の観点から自国通貨のレバノン・ポンドをドルにペッグし

ている。同国の金保有は、自国通貨の信用の裏付けとすることが目的である。 

図表 1：中東北アフリカ諸国の金保有量と外貨準備に占める比率1 

 
（資料）World Gold Council データより作成 
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図表 2：トルコの外貨準備・金残高と金保有比率推移 

 

（資料）トルコ中央銀行データより作成 

 

湾岸産油国は、一般に金保有のイメージが強い。しかし、一定量を保有しているもの

の、外貨準備にしめる金保有比率は低い。これには、次のような理由が考えられる。 

 石油の輸出により安定した外貨収入があるため、金による自国経済の信用補完の

必要がないこと。 

 輸出で得た外貨はソブリン・ウエルス・ファンド（SWF）等を通じ積極的に運用

しており、それ自体が収入を生まない金投資への優先順位が低いこと。 

 但し、湾岸産油国でも国民の間では、個人的蓄財の手段として金の人気が高く、アラ

ブ首長国連邦（UAE）等のスーク（市場）には多数の金専門店が営業している。中東が

金のイメージで語られる所以である。 
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